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る実用英語検定準 2級の成績を、 6 年間にわたって調査をし、それが年々低下する傾向にあることを
明らかにして、議論の出発点とした。さらに、実用英語検定の出題分野である、(1)語葉・文法、 ω 読















































程度規制されぎるを得ない。著者が勤務する高専の場合、 1 年生では週 5時間の英語の授業のうち、






必要最低限の文法事項は 1 年次に提示したいという高専英語教育の事情に鑑み、著者は、 15 の主要
文法項目を選び、 10 レッスンから成る仮想の教科書のうえでそれらを配分する、ンラパス案を提案した。
それらは、(1) 5 文型、主語になる代名詞、 (2) 時制表現(現定・過去・未来・進行・完了)、 (3)
受動態、形容認機能をもっ分詞、 (4) 関係代名詞、関係副詞、 (5) 不定詞、原形不定詞、 (6) 動名詞、












対値を記録する。また、協力をしてくれた普通高校 2校 6 クラスの生徒に同じ中学校英語復習テスト
を学年末に受けてもらい、検定教科書のシラパスに従って指導する場合と再配列体系化シラパスによ
る学習の効果の違いをも検証した。さらに、高専の次年度新入生には、入学時に同じ復習テストを受
けさせた後で、一般の高校教科書のシラパスに従った英語の授業を行い、学年末に同じ中学校英語復
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習試験をうけさせた。
このように 3通りの比較によって分析したところ、再配列体系化シラパスは、現行のシラパスに較
べて、格段ではないにせよ、かなり効果があることが、試験結果の数字からうかがえる。また、全体
的な点数だけでなく、文法項目別の点数を見ても、体系化シラパスによる効果は目だ、っている。この
点に関しては、有意差検定による統計的な考察を行った。
体系化シラパスによる授業が効果的である原因として、高専の生徒は週 2時間を使って、体系化シ
ラパスのもとで文法のみを学習してきているのだが、普-通高校の生徒は週 5 時間にわたり、検定教科
書のシラパスのもとでリーディングを中心としてリスニングやスピーキング作業の中で、いわば片手
間に文法を学習してきたという大きな違いがある。比較対象とした高校で使用する教科書は、各レッ
スンの末尾に文法のまとめと練習問題を載せているが、シラパスの違いによる文法知識の理解・定着・
習熟の程度の差、という点からは、体系化シラパスの効果や有意義性は十分あると考えられる。
第6章結論
すでに久しく指摘されてきている生徒・学生の基礎学力が低下している原因の一端を、現在一般に
使用されている検定教科書の内容、特に文法事項の提示の仕方にある、という観点のもとに、現行教
科書が依って立つシラパスを分析し、新たな文法項目体系的再配列シラパスを提案して、その効果を
確かめた。ここから引き出すことのできる結論は、現在の学校英語教育における文法知識の軽視であ
る。限られた授業時間の中で、し、かにして効率よく、生徒にある程度の英語力をつけるか、という問
題に対しては、必要最低限の文法知識を効率的に教えることであり、これは、コミュニカティプ・ア
プローチによる繰り返し実地訓練の対極にある方法である。文法項目再配列体系化シラパスは、その
一つの解答である。
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論文審査結果の要旨
近年、中高等教育機関に在籍する学生の基礎学力の低下が指摘され、それに対する対策の
必要性が叫ばれているが、外国語としての英語の学力についても事情は変わらない。加えて、
英語教育の場合には、「使える英語」に対する社会の要望から、従来は教科として重視された
基盤的な体系知識を犠牲にして、「慣れ」を優先するカリキュラムが導入されたことにともな
う学力低下が深刻になっている。本論文は、教育内容としての文法項目を、現在の教育的条
件のもとで新たに配列し、体系化することによって、学力低下の状況の改善を図ることを提
案し、その実践結果を分析したもので、全編 6 章から成る。
第 1 章は序論であり、問題の所在と、外国語教育におけるその本質的な意味を指摘してい
る。
第 2 章では、高校の生徒に見られる学力低下の状況を背景にして、著者自身が勤務する高
専の生徒のもつ英語の知識の現状を分析している。高校生の学力分析にくらべて、高専生徒
の学力状況が本格的に分析されることは比較的少なく、その点で、本章で示された調査結果
のもつ意義は大きい。
第 3 章では、現行英語教育の実質的な開始時期である中学校で使用されている検定教科書
の主要な例を取り上げ、そこに示された 3 年間のシラパスを分析している。ここでは、文法
項目の提示順序と提示時期についての問題点を指摘するとともに、著者自身の再配列案を紹
介している。
第 4 章では、高専前半期と生徒の年齢が重なる高等学校で使用されている検定教科書を分
析したうえで、文法項目提示時期と提示順序の問題点を指摘し、著者自身の項目再配列案を
提案している。これは、第 3 章で提案した中学校での基礎的な項目配列との連絡を重視した
ものとなっている。
第 5 章では、前章で提案した体系化文法シラパスに基づいて、勤務先高専と協力高等学校
において年間の授業実践をおこない、実用英語検定試験の結果等から、体系化シラパスに基
づく英語教育の効果を確認している。これは、前例のない試みであり、今後の継続的実施と
方法の改善により、大きな成果が得られることが期待される。
第 6 章は、結論であり、体系化シラパスを含む文法教育の、新たな形での復権を主張して
いる。
以上、要するに、本論文は、従来は比較的関心の薄かった文法項目の配列に原理的な順序
を施すことにより、高等学校や高専レベルの英語教育の効果を高めようとする具体的な提案
をしたもので、情報科学と外国語教育の境界領域の発展に寄与するところが少なくない。
よって、本論文は博士(学術)の学位論文として合格と認める。
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